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貪歓〇積、合いしい旬の貪材が収穫を迎え鬱す。 B牟り~つ~~
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CB ~ 岳呼ぶ1::::aaや化学mを勺使用しな111111(謬じょう）で
． 釦され、有機J応規格の認証を愛けた布攣を言い鬱古。

給食では団面酎面釦＼を推道しています！、-

「地産地消」という言葉をご存じですか？地域で生産された農林水産物 （地揚産物）を地域で消

費する取組のことで、食料自給率の向上をはじめ、地域活性化や、環境保護への貢献など、さまざま

な効果が期待できます。学校給食では国産農産物の活用を通し、子どもたちへ地域の食文化や産業に

ついて伝えるとともに、生産者や食べ物への感謝の気持ちを育んでいきたいと考えています。

食ぺ物を大切にする
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新鮮な旬の食材が II生産者の顔が見えるので

輸送距離が短くなり、 11 地域経済の活性化に

むし歯や歯周病など、口の中に病気があると、食べ物を

よくかんで食べられなくなり、栄養も吸収されにくくな

ってしまいます。11月8日は「いい歯の日」です。健康

な“いい歯＂を保ち、食事をおいしく食べられるように

以下のことに気を付けましょう。

＊よくかんで食べよう

＊布やつ姑鵬閏や量を浪，，て貪べよう

＊甘い物は取り過eないようにしよう
*111しシウムを多く倉む貪べ暢をとろう

＊食べた縄枯姑を計がこう
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